
■考える旅■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 237 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 今週のトピックス：11/21 笑恵館なるほどデイ 

 

第 3 木曜日は、笑恵館の「なるほどデイ（参観日）」ですが、今週 11/21(木)は盛りだくさんなので、少し詳しく

ご紹介します。 

 

【１】10-18 時 笑恵館キッチンとオフィスの説明会 

パン屋の移転に伴い、笑恵館 1 階の運営方法が 1 月から新しくなります。3 つのスペースについて、じっくりご

説明いたしますので、いつでもお越しください。 

 

Ａ．ショップ ⇒ 受付・オフィス 

これまでパンの売り場だったショップ部分を、笑恵館の受付を兼ねたオフィスにします。そして「ＮＰＯ法人Ａ

ＣＴたすけあいワーカーズえん千歳台（以下えん千歳台と略します）」にこのスペースを賃貸し、月～金の受付業

務を委託します。えん千歳台は、笑恵館オーナーの田名さんが理事長を務める法人で、赤ちゃんからお年寄りま

で生活支援を必要とする人々をサポートしています。今後は、笑恵館とえん千歳台の受付を兼ねた仕事場になり

ますので、会員の皆さんにもスタッフとして参加していただきたいと思います。 

 

Ｂ．パン工房 ⇒ 笑恵館キッチン 

これまでパン屋さんの工房は入居者がシェアする厨房を兼ねていましたが、今後は会員の皆さんにもご利用いた

だけるレンタルキッチンに改装予定です。パン屋さんからは、下記の業務用機器を引き継ぐ予定です。 

・スチームコンベクション 

・製氷機 

・冷蔵庫 

・冷凍庫 



・食洗器（乾燥なし） 

さらにキッチンの魅力を高める調理器具などございましたら、ご提案ください。様々な人が関わることができる

笑恵館ならではの食堂を目指して、来年の 1 月はお試し月間にする予定です。皆様からのお問い合わせやご提案

をお待ちしています。 

 

Ｃ．食堂(休憩所) ⇒ 笑恵館カフェ 

そして、これまでパン屋のパンやセルフのドリンクなど、自由に飲食ができた食堂(休憩所)には、いつも事務局

スタッフがいて邪魔でしたが、今後はゆったりくつろげるカフェにしたいと思います。レンタルシェルフと合わ

せて、ドリンクや商品を提供するサービスなど、皆さんのアイデアをお待ちしています。 

 

【２】持ち寄り食事会 

今月も持ち寄り食事会を開催します。 

せっかく「持ち寄り」ですので、是非とも一品をお持ちください。 

 

日時：11 月 21 日(木)  18-20 時 

場所：笑恵館 (ほほえみ) 

参加費：500 円(会員 400 円)  

メニュー：笑恵館カレー・味噌汁 

差し入れ：ごはんの友、デザート、ドリンクまたはカンパ(500 円以上) 

申込：電話：03-3416-2308、もしくはこのメールに返信してください 

 

【３】ホームホスピス勉強会 

そして、奇数月は食事会に続いて「第４回ホームホスピス勉強会」を開催します。 

今回は、看護師さんをお迎えし、いろいろなお話を伺いたいと思います。 

日時：11 月 21 日(木) 20-21 時 

参加費：無料 

申込：電話：03-3416-2308、もしくはこのメールに返信してください 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：考える旅 

 

11 月 10～12 日の 3 日間、秋田―岩手の産業史を訪ねてきた。 

主な訪問地は、 

1 日目 八橋油田 

2 日目 松尾鉱山 

3 日目 尾去沢鉱山、小坂鉱山、大潟村 

もちろん温泉に宿泊し、紅葉を眺め、ご当地グルメの比内地鶏親子丼や盛岡じゃじゃ麺なども満喫したが、これ

ら産業遺産と言われる場所の面白さは格別だった。 

産業遺産には、それぞれの輝かしい過去と寂しい現在がある。 

現在を生きる僕らの関心事とは、もちろん寂しい現在からいかにして明るい未来を描くこと。 

だが、その明るい未来が「さらに寂しい未来をもたらす一時的な成功」だとしたら･･･僕にそんなことを教えて



くれた産業遺産を、簡単に紹介しよう。 

・ 

八橋油田（やばせゆでん）は、秋田市に現存する数少ない現役の油田で、国際石油開発帝石株式会社の敷地内に

ある。 

ちょうど日曜日で会社には誰もいないようなので、僕は車で構内に入らせていただいた（すみません）。 

周囲を住宅街やホームセンターに囲まれた場所で、石油を汲み上げるための小さなポンピングユニットが動いて

いる様子は、健気で感動的だ。 

今でこそ日本はエネルギー輸入国だが、昔は新潟県・山形県・秋田県・北海道の各地に点在していたという。 

現在でも、各地で試掘は続けられているようだが、この試掘の副産物が温泉だ。 

つまり、油田の探査が結果的に温泉開発につながり、東北北海道の温泉事業を生み出したらしい。 

「温泉を掘り当てる」という行為が、石油や天然ガスの試掘によって生み出された。 

・ 

松尾鉱山（まつおこうざん）は、19 世紀末から岩手県岩手郡松尾村（現在の八幡平市）に存在した鉱山で、主に

硫黄や黄鉄鉱を産出し、一時は東洋一の硫黄鉱山であった。 

その後 1969 年に倒産し、会社更生法の適用もむなしく 1972 年には完全に閉山した。 

紅葉の名所「八幡平アスピーテライン」をドライブしながら、初めに資料館を訪ねたが、月曜日閉館だったので

そのまま現地に向かった。 

最盛期の 1960 年には人口が 1 万 3594 人に達し、労働者と家族のための福利厚生施設の充実が図られた。 

公団住宅が一般化する前から、水洗トイレ・セントラルヒーティング完備の鉄筋コンクリートによる集合住宅や

小・中学校、病院、活躍している芸能人を招いて公演を催す会館など、当時の日本における最先端の施設を備え

た近代的な都市が形成され、「雲上の楽園」とも呼ばれたという。 

閉山後、木造の建物は延焼実験目的で焼却され、現在見ることができるのは鉄筋コンクリートの建物の廃墟だけ

だ。 

また、廃坑から流出する排水（鉱毒水）はヒ素を含む pH2 前後の強酸性となっており、また、毎分 17～24 トン

と多量なため、中和施設が建設され、今でも 5 億円を超える維持費がかかっている。 

・ 

尾去沢鉱山（おさりざわこうざん）とは、秋田県鹿角市にあった鉱山で、銅や金が採掘された。 

1978 年（昭和 53 年）に閉山し、跡地はテーマパーク・史跡 尾去沢鉱山として営業しており、僕は母を車いす

に乗せて坑道内を１ｋｍほど散策した。 

鉱山周辺は労働者や家族のための町になったが、僕が驚いたのは、ふもとの駅がある花輪の町だった。 

そもそも岩手県の好摩駅から秋田県の大館駅を結ぶこの路線は、この鉱山で栄えた花輪町を通るから「ＪＲ花輪

線」と名付けられたという。 

鉱山の次に訪ねた「旧関善酒店主屋（国登録重要有形文化財）」では、繁栄当時の鉱山関係者たちの様子を聞くこ

とができた。 

この建物は、桁行 14 間(約 24.8m)、梁間 11 間(約 21m)の大規模な平入町家で、極めて上質な近代和風建築であ

り、特に吹き抜けの通り土間上部の架構は東北最大級の規模だ。 

このような繁栄をもたらしたのもまた、尾去沢鉱山であったことを忘れてはならない。 

・ 

小坂鉱山（こさかこうざん）は、秋田県鹿角郡小坂町にあった鉱山で、1861 年に金、銀の鉱山として開発が始ま

り、1901 年には銀の生産高が日本一となった。 

やがて製錬技術が向上すると黒鉱から採れる銅や亜鉛、鉛の生産が主体となり、労働者を集めるために、山の中

にアパート、劇場、病院、鉄道等の近代的なインフラストラクチャー整備が進められた。 



元々、精錬施設の一部で亜鉛精錬の残渣をリサイクルしていたが、現在金（年間 6 トン）、銀（年間 400 トン）、

銅のほかレアメタルを含む 20 種類以上の金属を再生利用している。 

明治中期に竣工した小坂鉱山事務所、芝居小屋の康楽館（いずれも国の重要文化財）は、現在町が管理、公開し

ていて、訪問時にはまさに興行中で地元の人や観光客で盛り上がっていた。 

・ 

最期に訪ねた大潟村（おおがたむら）は、日本で 2 番目の面積を誇る湖沼であった八郎潟を干拓して造った土地

で、戦後 20 年をかけて 1964 年に完成した日本最大の干拓地だ。 

ところが、1970 年からの減反政策により国は大潟村にも米作りから畑作への転換を迫った。 

大潟村は干拓後間もない地域で水はけが悪い土地で、水田に適し畑作に向かない土地だった。 

全財産を処分することを条件に入植した農民の中には、経済苦から自殺者も多数出現するなど、日本の減反政策

の犠牲になったモデル地区であり続けている。 

だが一方で、日本海に飛び出た男鹿半島に隣接する広大な土地は渡り鳥たちの天国になりつつある。 

北海道にも負けない長くまっすぐな道を走りながら、飛んでいく大小様々な渡り鳥たちの群れを楽しむことがで

きた。 

・ 

八幡平のアスピーテラインは松尾鉱山、十和田樹海ラインや旧小坂鉄道は小坂鉱山、そして、ＪＲ花輪線は尾去

沢鉱山のために作られた。 

僕たちが今使っている道路や鉄道、温泉や観光地は、観光のために作られたものではなく、過去における産業の

創出や繁栄が生み出した残骸や副産物を、活用しているにすぎないことに、今回の旅であらためて気づくことが

できた。 

そしてまた、松尾鉱山などその後始末を後世に残してしまう事例もあった。 

僕たちが、地域で生み出していることが、将来どうなっていくのか。 

思わぬ価値を生み出すのか、それとも迷惑や後悔を残していくのか。 

そんなことを考えさせられる旅だった。 

でも僕は、これからもそんな旅がしたい。 

考えさせてくれるから、僕は旅が好きだ。 

 

ブログは写真付き 

http://nanoni.co.jp/20191117/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）11/18 ◎作業日 09-12 時 面談可（笑恵館） 

   14-16 時 HFA 定例理事会（渋谷） 

（火）11/19 ◎作業日 10-21 時 面談可（青葉台） 



   13-15 時 UST 打合せ（市ヶ谷） 

（水）11/20 ◎作業日 10-18 時 面談可（青葉台） 

   19-21 時 森サロン（池尻） 

（木）11/21 〇作業日 10-21 時 面談可（笑恵館） 

 10-18 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20 時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

20-21 時 ★ホームホスピス勉強会（笑恵館） 

（金）11/22 ◎作業日 10-21 時 面談可（青葉台） 

（土）11/23 ◎作業日 10-21 時 面談可（青葉台） 

（日）11/24 ◎休業日 10-21 時 面談可（青葉台） 

 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ１１月例会（名栗） 

 

■その後のイベント 

11/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/30 ★地主の学校_24・まつむら塾（笑恵館） 

12/07 ★地主の学校_25・まつむら塾（笑恵館） 

12/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/12 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

12/14 ★地主の学校_26・まつむら塾（笑恵館） 

12/19 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

12/21 ★地主の学校_27・まつむら塾（笑恵館） 

12/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ１２月例会（名栗） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 



フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


